








































海学会論文集、135、pp.00-00、Dec. 2016）、（Fumika KITAZAWA、Ruri SHOJI、Setsuo AKAISHI、
Masahiko OTANI、Proceedings of Asia Navigation Conference 2015 (ANC2015)、Nov. 2015）であ
ることを確認した。 
 学術論文のうち 1編は英語で書かれており、かつ、英語で発表しており、英語の学力については
問題ないと判断した。 
 合同セミナーについて、既定の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。 
 大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
  
 学生に対して、論文内容について最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。
一方、専門知識については公開発表会(2月 14日)当日の質疑やその後の審査会でのディスカッショ
ンを含め十分であると審査委員一同確認した。 
